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　目的　我S．高齢化社会へ。急患な移行は、国民の仕生活・にも大さな影曜i与えつつ

hる．^･') わIT既婚3･と老親。好ましい居佳方式への提吉(;r、従棄にもまして緊兌-≪を将

-･教重曹な研呪課輝となりつつある。本鳶免は、itい将李雌i^し老琳とダ）同刄・可能性'&

馮-i る立^にある老いや陛。同居糞､識を考察しft も。でヽある. 痕女息。老親t ・同準観£

書理ずることItよ■, て. 高齢化社会における好ましい住生活を爽瘍tるたAS の計画課輝i

擢ろうとS i もので‘ある・

　か玖　阪神闇の私£.女子短欠生( 1，2 回生）釦0 乖を対象とHi るアン斤一卜調査を禽施

しre. フン斤一卜は直接配索･ 直｡梓回収方式を用い化。（鏑査実施時期は昭如宍耳-ら月～ワ)

　結果（l）楓査対象・属老; 調査対象者・平均象族人数は4.ぢ人である。現在3 世べ同居

１している層は約l割であるが、悪去。耕康i含めるI同屑体験層は約手数に轟tる. (2）

老人開題。謁知度: a本人。平均寿命に対 る訳知彦をみると、諸外匯に応べ'' やや長丸

と受け取めている層が約ワ判に慮し、我匯・長寿化特老。理解はやや浅いとみられる。ま

た社冷ヽの高齢祐間題t自己と・閲わ'I についてもs身遮なこi: -1と喬じているﾉi と「無筒

孤J ．『無闇､^｀J と柊じている層とヵヽ<1をしてti 'j, 槙女差・捉え方には切爽榔の奪い層

も糾ヽこL ≪<'わヵヽる。老人間題。Z欠卑nt竃われている「貪眼」げ病弱』√拓馳」につ

いては. 猿女患も民軟的的碓に認識してゃるとみられる。ただ、ヨ大零因。中て■･ a 高齢層

の原済的青困に対t る趨帑≪vヽ相対的には低く、ibしろ老人*v孤馳で寂しい存在である- と

へ<3)R況。方≪<'あいゑ､が特參的傾向として径痛できる、
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目的

方法

々-J大生。同層恚狐（2）一桂生括め応ヽ向と同居規栗零因にフいて一

大阪教背大学　岸本卑臣　甲5-園短大　o矢沢正子

前屈と同痕で･ある．

前編と同様でヽある.
　部果(1)同居生娘。考之｡方；同居時ておIt る各住生T^行為・捉・方i みるヒ、「タ･食ヽ」

を｡老報と｡央にとろうt. t る層ヵ･最も多く、共同化応ヽ如ｺ豹り割に建-^ る. 彼女底。約ワ勧

にj別居応向で‘あるにもかヵヽin ら予、同馮I'るtit, r食事』を共にしたいと｜る傾向は興味

!RZ　　　r ■≪..ヽ／　l！/　.i-rIt ISI/。喫ヽA一一仙・一巻y:瓜-こ1「T‘v轍魅､」やf fe寝』では各々「ｰ･
i二゜f･f－ 9｀vI●゛f・ ﾆyw v/-/ w/ ﾚ=ﾚ　　一犬　．上　．ｴ　　●/y　■
犀い．「だ｀んらん」は共同化応ヽ向が･約手数に低下し『T V 視聴ヽ』や'' 紅農』でヽは各々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　jI.I　　　　b^　　｀万’　゛･ム.二万二万-ﾆ　ｰ-　　り|　　/⌒万＼ 1･) e. ＿´や｀’゜　　I%-rw ifw－●ﾐr･●y●･-.ニ●,-.-...，1　w--　　・味・合う% だItで･」，「X'ざるR｀昨雛k離れて」専．応,向がヽ強くな．てぃる．(2)同^
．規走

申因i同居s規衆ずる最大申^として(J（D「親?-グ,相遡」②「親・健彦.」③『子撲ダ,収入』

が・墳？れてvヽる.
r住兇j を最大規走零因として指摘しre ら・は豹l靭にS ぎない. 蚤

申因毎の同居へａ」影IP潅とみると，■■大いに働零t るJ i.回答した率,v-^も今い<りは「住

息．広ざ・鍼備a （約7ぢ％)てヽ･ある．即ち楓との同居£旅める際・最大平Sは．雛し,翔

'f4で･あるとしてぃるもののﾝ臭体的な同居生活のレベル-rヽ･は,ｲ主息ヒいう物的条件がざわめ

-i大ざい影－S与えると漬n とめてぃるI: みられる. （3)2 とめ；女ぶ短大生は高齢化問輝

について的はずヽれでヽない程皮・知禽は冊，ている**■、関ハ^哨低い閤題として如すど助てい
In. / V’●’f●ﾐ¶●●●●　－－I一f--=’r’v=･･　　｀る．従．て老人・特性や老親と.・同席規衆零因4.一報的な珊帑i:jできてV ヽるものの、臭

体但やお濠疼の視点に欠ける禰向呑認ヽめらKる．療在的には別居応･向*v強い*v"、同屑生娘

に卵'rる仕生濤では、^食事』瓦芙同ｲいt零な行為として位置ブけてV.' る．この冷､で■にI

3 UEμ同ﾉt に対して、各立.^でほぼ笑気した合鳶の戌立して＼ヽることvtA"認ヽめられ松．


